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スチレン（CAS no. 100-42-5） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

スチレンの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、視床下部―下垂体―生

殖腺軸への作用を示すこと、疫学的調査の報告において、視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用、

視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Srivastavaら(1992)によって、スチレン 100、200mg/kg/dayを１日齢から 60日間(週６日)経口投

与した雄 Wistarラットへの影響が検討されている。その結果として、200mg/kg/dayのばく露群

で精巣絶対及び相対重量、精巣中精子数、精巣中ソルビトールデヒドロゲナーゼ活性、精巣中

酸性フォスファターゼ活性の低値、精巣中ラクトースデヒドロゲナーゼ活性、精巣中グルコー

ス-6-りん酸デヒドロゲナーゼ活性、精巣中 β-グルクロニダーゼ活性、精巣中 γ-グルタミルトラ

ンスペプチダーゼ活性の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Chamkhiaら(2006)によって、スチレン 600mg/kg/dayを２～３ヶ月齢から 10日間腹腔内投与し

た雄 Wistarラットへの影響が検討されている。その結果として、精巣上体中精子濃度、運動精

子率、血清中テストステロン濃度の低値、血清中卵胞刺激ホルモン濃度、血清中黄体形成ホル

モン濃度、精巣相対重量の高値(絶対重量は有意差なし)が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Takao ら(2000)によって、スチレン５、50ppm(飲水中濃度)を５週齢から４週間飲水投与した雄

C57BL/6 マウスへの影響が検討されている。その結果として、５ppm 以上のばく露群で脾臓相

対重量の高値(絶対重量は有意差なし)、50ppm のばく露群で血漿中遊離テストステロン濃度の

低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 

(２)発達及び神経影響 

 Umemura ら(2005)によって、スチレン 140.2±8.9ppm(チャンバー内測定濃度)に８週齢から２週

間(週５日、日毎 9:00 から 17:00 まで８時間)吸入ばく露した雌雄 Wistar ラットへの影響が検討

されている。その結果として、雌血清中プロラクチン濃度の高値が認められたが、雄及び雌体

重、雄及び雌増加体重、雄血清中プロラクチン濃度、雄及び雌血清中成長ホルモン濃度、雄及

び雌血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、雌発情周期、雄及び雌脳内(視床下部、線条体、前頭葉、
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海馬中)ホルモン(ドーパミン、3,4-ジヒドロキシフェニル酢酸、ホモバリニン酸、5-ヒドロキシ

トリプタミン、5-ヒドロキシインドール酢酸)濃度には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：不明(プロラクチン上昇) 

 

(３)疫学的調査 

 Santini ら(2008)によって、スチレンについて、イタリア Liguria州 La Spezia 市において(実施年

不詳)、ばく露群としてガラス繊維強化ボートを製造する工場の作業従事者男性 38名(平均年齢

46±6.4 歳、平均ばく露期間 16.1±7.3 年、尿中スチレン代謝物濃度から推定される空気中スチレ

ンばく露濃度の８時間加重平均 130ppm)及び非ばく露群として作業従事者 123 名(ばく露群が

勤務する工場から 10km 圏内に勤務、平均 47.6±6.6 歳)を対象に、ばく露と甲状腺軸影響との関

連性について検討されている。その結果として、直線回帰分析(ピアソンの部分相関分析)にお

いて、尿中スチレン代謝物(マンデン酸＋フェニルグリオキシル酸)濃度と血清中遊離サイロキ

シン濃度、血清中遊離サイロキシン/トリヨードサイロニン濃度比とに正の相関性が認められ

た。なお、ばく露群と非ばく露群との比較において、甲状腺結節発生率、自己免疫性甲状腺疾

患発生率、血清中遊離サイロキシン濃度、血清中遊離トリヨードサイロニン濃度、血清中遊離

サイロキシン/トリヨードサイロニン濃度比、血清中甲状腺刺激ホルモン濃度、甲状腺容積に

は影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―甲状腺軸への作用 

 Bergamaschi ら(1996)によって、スチレンについて、イタリアにおいて(実施年不詳)、ばく露群

としてガラス繊維強化プラスチック製造工場の作業従事者男性 33 名女性 20 名(平均年齢

37.8±11.6 歳、平均勤続期間 9.3年)及び非ばく露群としてブルーカラー労働従事者 60名(平均年

齢 36.9±8.7 歳)を対象に、ばく露と神経化学的影響との関連性について検討されている。その

結果として、ばく露群では、非ばく露群との比較において、血清中ドーパミン-β-ヒドロキシラ

ーゼ活性の低値、男性及び女性血清中プロラクチン濃度の高値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Mutti ら(1984)によって、イタリアにおいて(実施年不詳)、ばく露群としてガラス繊維強化ボー

ト及びサイロ製造工場の作業従事者女性 30 名(平均年齢 28.6±12.7 歳、平均ばく露期間 6.2±4.6

年、尿中スチレン代謝物濃度から推定される空気中スチレンばく露濃度の 8 時間加重平均

130ppm)及び非ばく露群として 30 名(平均年齢 29.2±10.5 歳)を対象に、ばく露とドーパミン作

動性隆起漏斗系影響との関連性について検討されている。その結果として、ばく露群では、非

ばく露群との比較において、血清中プロラクチン濃度、血清中ヒト成長ホルモン濃度の高値が

認められた。直線回帰分析(ピアソンの部分相関分析)において、尿中スチレン代謝物(マンデン

酸＋フェニルグリオキシル酸)濃度と血清中プロラクチン濃度、血清中甲状腺刺激ホルモン濃

度とに正の相関性が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Ludererら(2004)によって、スチレンについて、米国において(実施年不詳)、強化プラスチック

製造に係る 17 カ所における作業従事者男性 259 名(平均年齢 35.6 歳、血中スチレン平均濃度

0.27±0.02mg/L、作業域中スチレン平均濃度 20.5±1.6ppm)及び女性 43名(平均年齢 37.7歳、血中

スチレン平均濃度 0.13±0.02mg/L、作業域中スチレン平均濃度 11.5±2.0ppm)を対象に、ばく露

と血清中プロラクチン濃度との関連性について検討されている。その結果として、多重線形回

帰分析において、急性ばく露(血中スチレン濃度)と血清中プロラクチン濃度とに正の相関性が

認められた。なお、慢性ばく露(時間加重作業域中スチレン濃度)と血清中プロラクチン濃度と
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の相関性は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

 Kolstad ら(1999)によって、スチレンについて、デンマークにて 1994 年 10 月から 1995 年２月

にかけて、ばく露群としてガラス繊維強化プラスチック製風車部品工場の作業従事者男性 23

名(平均年齢 27.5 歳、尿中マンデル酸平均濃度 65.9±73.8mg/g クレアチニン)及び非ばく露群と

して農業従事者男性 21 名(平均年齢 39.0 歳)を対象に、ばく露と精子質との関連性について検

討されている。その結果として、ばく露群では、非ばく露群との比較において、精液中精子濃

度の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 
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（平成 27年度第２回化学物質の内分泌かく乱作用に関する検討会 資料 1より抜粋） 

 


